
陶町では学童がないため児童館に行っていますが、
コロナ禍で閉館が17時までになっています。
せめて17：30までにならないかな？

子育て中のお父さん・お母さん
おじいちゃん・おばあちゃんも
お声をお聞かせください
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みずなみ議会ちゃんねる。
あなたと議会をつなぐお届け便

市議会ホームページ

コロナ禍でも元気に育つ、瑞浪の未来をつくる子どもたち
　新型コロナ感染症で、これまでとは異なる日常生活を余儀なくされている子どもたちですが、地域の
方や親御さんに見守られながら卒園・卒業、入学の節目を迎えられました。
　瑞浪市で育った子どもたちが、「地元にいたい！」「帰ってきたい！」と思えるまちをつくりたい。
そんな想いを胸に令和３年度も市議会は精進して参ります。

　
２
月
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
広

報
広
聴
委
員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
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た
。
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の
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針
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市
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皆
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の
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に
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く
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。

　
東
日
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ら
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が
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が
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。
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、
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６
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定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
６
月
1
日（
火
）〜
６
月
28
日（
月
）

◆
市
政一般
質
問

　
６
月
23
日（
水
）９
時
〜

　
６
月
24
日（
木
）９
時
〜

わたしたち
安心して子育ても
仕事もしたいの

各児童館の閉館時間は、4月から9月までは18時、10月から3月までは17時、
陶児童館は通年18時です。現在はコロナ禍のため、お子さんの安心安全を守るため、
館内消毒の時間をいただいているので、時間を３部制にしての利用となっています。
17時以降の利用については、児童館にご相談ください。

メール　　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp
ＦＡＸ　　0572-68-2043
締め切り　5月 31日（月）

市政のなぜ？をお聞かせください！
瑞浪市議会では広報はもちろん

広聴に力を入れたいと考えています。
みなさまの思うなぜ？に市議会がお答えします。

こんなお声をいただいています

　早起き、勉強など心配です
が、今のお友だちと一緒なら
助け合ってやっていけると思
います。

卒園おめでとう！小学校へ
行っても 11 人で仲良く・
楽しく・明るい毎日を過ご
せることを願っています。

お話を伺ったお母さんより

り 陶小学校の入学式

り 陶幼児園の卒園式

意見募集・編集後記
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。
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入
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
「
信
頼
さ
れ
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に
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取
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を
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の
向
上
の
た
め
に
取
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ご
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10
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ぎ
ま
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が
、
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と
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。
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に
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も
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や
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に
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く
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市
民
の
皆
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ま
に
お
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ま
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て
は
、
こ
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で
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よ
う
お
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申
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上
げ
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と
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信
頼
さ
れ
る
議
会
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し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
を
目
指
し
て

※令和3年3月24日、「創政みずなみ」からの会派離脱により、新会派「瑞政」が結成

議会の構成

会派の構成（5会派)

◎委員長　○副委員長

◎代表

議長　加藤輔之　　 副議長　小木曽光佐子　　 監査委員　渡邉康弘

議会運営委員会（６人）

東濃西部広域行政事務組合議会議員

議会の運営、会議規則、委員会条例、議長の諮問に
関する事項を調査し、議案、陳情等の取り扱いを審査

議会広報広聴委員会（６人）
議会広報紙及び議会報告会に関する協議や調整

総務民生文教委員会（８人）
総務部、まちづくり推進部、民生部、教育等所
管に関することを審査、調査

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

◎熊谷隆男　　○舘林辰郎　　　大久保京子　　樋田翔太
　柴田増三　　　辻正之

◎山下千尋　　○奥村一仁　　　辻正之　　　　加藤輔之
　熊谷隆男　　　舘林辰郎　　　柴田幸一郎　　樋田翔太

経済建設委員会（８人）
経済部、建設部、消防本部等所管に関すること
を審査、調査

予算決算委員会（１６人）

議会改革特別委員会（８人）

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会（７人）

予算決算に関することを審査、調査

◎棚町潤　　　○三輪田幸泰　　成瀬徳夫　　　渡邉康弘
　榛葉利広　　　大久保京子　　小木曽光佐子　柴田増三

◎柴田幸一郎　○大久保京子　　舘林辰郎　　　成瀬徳夫
　三輪田幸泰　　渡邉康弘　　　奥村一仁

◎辻正之　　　○柴田増三　　　熊谷隆男　　　山下千尋
　樋田翔太　　　小木曽光佐子　棚町潤　　　　榛葉利広

◎小木曽光佐子　山下千尋　　　棚町潤　　　　榛葉利広
　大久保京子　　柴田幸一郎

　加藤輔之　　　奥村一仁   　　舘林辰郎

◎榛葉利広　　○樋田翔太　　　他全議員

新政クラブ
（７人）

日本共産党
（１人）

創政みずなみ
（６人）

公明党
（１人）

◎熊谷隆男　加藤輔之　大久保京子　
　渡邉康弘　辻正之　　三輪田幸泰　山下千尋

◎舘林辰郎 瑞政
（１人）

◎榛葉利広 ◎成瀬徳夫

◎柴田増三　　小木曽光佐子　樋田翔太
　柴田幸一郎　棚町潤　　　　奥村一仁

新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症に係る差別や偏見等の根絶に関す
る決議

　新型コロナウイルス感染症拡大により、世界中で１億人以上が感染し、250 万人以
上が命を落としている。日本国内では現在までに約 43 万人が感染し、8,000 人を超
える死亡者がでており、本市においてもこれまでに 70名の感染者が確認されている。
その中にあって市民は、細心の注意を払いながら感染拡大の防止と社会経済活動の両
立に向け、懸命に取り組んでいる。
　こうした状況下で、感染者やその家族、学校や勤務先、医療・福祉関係者などに対し
SNS 等による匿名での心無い誹謗中傷や間違った情報の拡散、感染症に対する不安
や恐れから、感染者や感染経路を詮索する事例などが全国的に発生していることは憂
慮すべきことである。また、今後ワクチン接種が行われるなかで、非接種者に対する差
別、いじめ、職場や学校等における不利益な取扱いについても懸念されている。
　これらの行為は、偏見による不当な扱いであり、私たち瑞浪市民が大切にしてきた
「おたがいに助け合い、楽しいまちをつくりましょう」という市民憲章に反するもので
ある。また、非難を恐れて検査忌避や感染の秘匿を生みかねず、さらなる感染拡大を防
ぐうえでも悪影響が予想される。これは新型コロナウイルス感染症のみに限らず、多
くの感染症に対し言えることである。
　感染者やその家族などが、誹謗中傷や差別等による二次被害を受けることのないよ
う、瑞浪市議会は以下を決議する。

　１　新型コロナウイルス等の感染者や医療従事者、その家族などに対する誹謗中傷
　　　や差別的な扱いを絶対に許さない。

　２　根拠のない噂話や不当な扱いにつながるような情報の拡散に反対し、これらを
　　　助長するような言動には異を唱える。

　３　感染者の治療にあたる医療従事者をはじめ、生活を支えるために感染リスク
　　　と隣り合わせで働いている事業者等に感謝するとともに、これらの方々の声
　　　に真摯に耳を傾けていく。

　　　令和３年３月４日

岐阜県瑞浪市議会

　本市ではコロナ禍における差別や偏見等の大きな事案は発生していませんが、「人にやさし
いまち」を目指し、今後起こりうるあらゆる事態に、皆が助け合い、支え合う社会を実現する
ため、以下の内容を決議しました。

　瑞浪市議会では、地域と家庭・職場（もしくは学校）を三つの輪
でつなぎ、「ただいま」「おかえり」が言える社会を目指している「シ
トラスリボンプロジェクト」に賛同しています。

感染症による差別や偏見を許さない

23

議会の新構成決議書



議
長
　
加
藤
輔
之

　
こ
の
度
、
３
月
定
例
会
で
瑞
浪
市
議
会
56
代

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
な
か
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
生
活
や
経
済
活
動
な
ど
に
甚
大

な
影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
病

院
統
合
が
新
た
な
段
階
に
入
り
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
「
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
不
断
に
実
行
し
、
市
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長
　
小
木
曽
光
佐
子

　　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙

を
受
け
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

復
興
は
ま
だ
道
半
ば
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本

市
に
お
い
て
も
今
ま
で
以
上
に
自
然
災
害
や
感

染
症
に
対
す
る
備
え
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
時
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
い
つ
の
時
も
優
し
い
気
持
ち
を
持
ち
、

お
互
い
様
の
心
を
大
切
に
、
み
ん
な
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
、
そ
ん
な
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
議
会

優
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
を
目
指
し
て

※令和3年3月24日、「創政みずなみ」からの会派離脱により、新会派「瑞政」が結成

議会の構成

会派の構成（5会派)

◎委員長　○副委員長

◎代表

議長　加藤輔之　　 副議長　小木曽光佐子　　 監査委員　渡邉康弘

議会運営委員会（６人）

東濃西部広域行政事務組合議会議員

議会の運営、会議規則、委員会条例、議長の諮問に
関する事項を調査し、議案、陳情等の取り扱いを審査

議会広報広聴委員会（６人）
議会広報紙及び議会報告会に関する協議や調整

総務民生文教委員会（８人）
総務部、まちづくり推進部、民生部、教育等所
管に関することを審査、調査

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

◎熊谷隆男　　○舘林辰郎　　　大久保京子　　樋田翔太
　柴田増三　　　辻正之

◎山下千尋　　○奥村一仁　　　辻正之　　　　加藤輔之
　熊谷隆男　　　舘林辰郎　　　柴田幸一郎　　樋田翔太

経済建設委員会（８人）
経済部、建設部、消防本部等所管に関すること
を審査、調査

予算決算委員会（１６人）

議会改革特別委員会（８人）

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会（７人）

予算決算に関することを審査、調査

◎棚町潤　　　○三輪田幸泰　　成瀬徳夫　　　渡邉康弘
　榛葉利広　　　大久保京子　　小木曽光佐子　柴田増三

◎柴田幸一郎　○大久保京子　　舘林辰郎　　　成瀬徳夫
　三輪田幸泰　　渡邉康弘　　　奥村一仁

◎辻正之　　　○柴田増三　　　熊谷隆男　　　山下千尋
　樋田翔太　　　小木曽光佐子　棚町潤　　　　榛葉利広

◎小木曽光佐子　山下千尋　　　棚町潤　　　　榛葉利広
　大久保京子　　柴田幸一郎

　加藤輔之　　　奥村一仁   　　舘林辰郎

◎榛葉利広　　○樋田翔太　　　他全議員

新政クラブ
（７人）

日本共産党
（１人）

創政みずなみ
（６人）

公明党
（１人）

◎熊谷隆男　加藤輔之　大久保京子　
　渡邉康弘　辻正之　　三輪田幸泰　山下千尋

◎舘林辰郎 瑞政
（１人）

◎榛葉利広 ◎成瀬徳夫

◎柴田増三　　小木曽光佐子　樋田翔太
　柴田幸一郎　棚町潤　　　　奥村一仁

新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症に係る差別や偏見等の根絶に関す
る決議

　新型コロナウイルス感染症拡大により、世界中で１億人以上が感染し、250 万人以
上が命を落としている。日本国内では現在までに約 43 万人が感染し、8,000 人を超
える死亡者がでており、本市においてもこれまでに 70名の感染者が確認されている。
その中にあって市民は、細心の注意を払いながら感染拡大の防止と社会経済活動の両
立に向け、懸命に取り組んでいる。
　こうした状況下で、感染者やその家族、学校や勤務先、医療・福祉関係者などに対し
SNS 等による匿名での心無い誹謗中傷や間違った情報の拡散、感染症に対する不安
や恐れから、感染者や感染経路を詮索する事例などが全国的に発生していることは憂
慮すべきことである。また、今後ワクチン接種が行われるなかで、非接種者に対する差
別、いじめ、職場や学校等における不利益な取扱いについても懸念されている。
　これらの行為は、偏見による不当な扱いであり、私たち瑞浪市民が大切にしてきた
「おたがいに助け合い、楽しいまちをつくりましょう」という市民憲章に反するもので
ある。また、非難を恐れて検査忌避や感染の秘匿を生みかねず、さらなる感染拡大を防
ぐうえでも悪影響が予想される。これは新型コロナウイルス感染症のみに限らず、多
くの感染症に対し言えることである。
　感染者やその家族などが、誹謗中傷や差別等による二次被害を受けることのないよ
う、瑞浪市議会は以下を決議する。

　１　新型コロナウイルス等の感染者や医療従事者、その家族などに対する誹謗中傷
　　　や差別的な扱いを絶対に許さない。

　２　根拠のない噂話や不当な扱いにつながるような情報の拡散に反対し、これらを
　　　助長するような言動には異を唱える。

　３　感染者の治療にあたる医療従事者をはじめ、生活を支えるために感染リスク
　　　と隣り合わせで働いている事業者等に感謝するとともに、これらの方々の声
　　　に真摯に耳を傾けていく。

　　　令和３年３月４日

岐阜県瑞浪市議会

　本市ではコロナ禍における差別や偏見等の大きな事案は発生していませんが、「人にやさし
いまち」を目指し、今後起こりうるあらゆる事態に、皆が助け合い、支え合う社会を実現する
ため、以下の内容を決議しました。

　瑞浪市議会では、地域と家庭・職場（もしくは学校）を三つの輪
でつなぎ、「ただいま」「おかえり」が言える社会を目指している「シ
トラスリボンプロジェクト」に賛同しています。

感染症による差別や偏見を許さない
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壱万円
10000

将来のための予算将来のための予算令和３年度当初予算

コロナ禍の超大型補正コロナ禍の超大型補正令和２年度補正予算

一般会計
156億
500万円
(前年度比0.5%増)

特別会計
77億
100万円
 (前年度比2.0％増)

　〇庁舎等改修事業　5億1,300万円
　〇病院事業一部事務組合負担事業　1,369万円
　〇瑞浪駅周辺再開発事業　4,580万円
　〇消防車両・救急車両等購入事業　1億450万円
　〇釜戸小学校改修事業　2億4,000万円

企業会計
35億

2,000万円
(前年度比4.2％減)

〇水道事業会計
　収益的支出　11億600万円(前年度比3.3％減)
　資本的支出　4億8,090万円(前年度比7.7％増)
〇下水道事業会計
　収益的支出　11億6,340万円(前年度比0.8％減)
　資本的支出　7億6,920万円(前年度比15.6％減)

　新型コロナウイルス感染症の影響で市民税などの減額、使用料・保育料などの減少で大
きな歳入減となりましたが、国庫補助金や市債などを活用し、市庁舎大規模改修やブーム
付き多目的消防ポンプ車の購入などで前年度並みの予算となりました。

　水道事業は、収益的収支は、収入支出ともに減額となりましたが、資本的収支は、緊急
時給水拠点確保事業の増加により3,000万円ほど増額となりました。下水道事業は、農業
集落排水統合事業が完了し、1 億5,000万円ほどの減額となりました。

　〇後期高齢者医療保険事業　5億5,650万円（2.7％増）
　〇国民健康保険事業　35億8,400万円（2.5％増）
　〇介護保険事業　35億3,740万円（２.0％増）
　〇駐車場事業　2,300万円（44.8％減）

　駐車場事業は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で大きな減額となりました。後期
高齢者・国民健康保険・介護保険の各特別会計は微増となりました。

快適で衛生的な教育環境実現

　　空調設備整備事業で整備される特別教室とは具体的にはどんな教室か。

　　理科室や音楽室など、特によく使う特別教室の設計業務を行う。

　小学校施設空調整備事業　2,700万円、中学校施設空調整備事業　800万円
　まだ空調が整備されていない利用頻度の高い特別教室に、早期に設置するため、前倒しで設計業務を行います。

問

答

コロナ禍でも学校との連絡をスムーズに

　　情報配信システム構築事業の詳細はどのようか。

　　学校と保護者間で双方向のやり取りができるようになる。アプリは１学期後半には使用可能となる。

　情報配信システム構築事業　820万円
　学校と家庭間の連絡ツールとして、スマートフォンを活用した情報発信システムを導入し、双方向で素早く正確な
やり取りを可能にします。

問

答

保育士の負担軽減と保護者の安心を

　　ＩＣＴシステムを試験的に導入するのはどこの幼児園か。また事業費の
内訳はどのようか。

　　まだ決定していないが、中規模の幼児園を予定している。主な内訳は、
システム使用料に年間120万円、ネットワーク構築に26万円、タブレット8台の購入に73万円などで総額290万円である。

　幼児園ＩＣＴシステム導入事業　290万円
　保育の需要が増大したことによる保育業務や事務業務負担軽減と、保育
士・保護者双方の利便性の向上を目指し、ＩＣＴシステムを導入します。

問

答

東濃中部病院事務組合設置

　　一部事務組合の業務は組合の運営のみか、規約の見直しや建設整備、管理運営に関することを行うのか。

　　令和３年度は、人件費等が計上されているのみで、今後は、基本設計などが提案される予定である。

　病院事業一部事務組合負担事業　1,369万円
　瑞浪市・土岐市で新たに設置する病院の一部事務組合を設置し、建設整備、管理及び運営に関する事務を行いま
す。なお、組合運営に必要な経費を2市で負担することとなります。

問

答

今後20年の使用を想定した本庁舎改修

　　庁舎等改修事業に関しては、居ながら工事となると思うが詳細はどのようか。

　　夜間や休日も用いた工事で対応し、15か月をかけて施工する。

　庁舎等改修事業　5億1,300万円
　本庁舎は建設後40年以上経過し老朽化が顕著であるため、耐震補強工事は
完了しているが、給排水・空調・照明・アスベスト撤去等を中心に改修を行
います。また、非常用電源については72時間稼働可能になるよう改修します。

問

答

主な事業
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　3月24日まで
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す
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当初予算155.3億円6月補正53.6億円

12月補正8,680万円

3月補正7,410万円
＜内訳＞
補正により増額
となった事業

補正により減額
となった事業

9月補正
12.5億円

　コロナ禍の緊急的な予算対応が求められた令和２年度は、
3月定例会閉会までに14 回の補正予算が組まれ、一般会計予
算の総額は222億9,620万円にまで膨らみました。
　これは前年度に比べ63億8,100万円の増加です。

　コロナ禍により開催できなかった事業や、対象者数が減った事
業、その他の要因により、多くの事業において予算額から大きく
減額補正が行われました。

・公共施設整備基金積立金　　　　　　４億1,390 万円
・新型コロナウイルスワクチン接種事業　2億円
・小中学校施設空調整備事業　　　　　 3,500 万円

事業数140事業
総額△7億69万円

事業数32事業
総額7億7,479万円

主な
事業

委員会の審査報告（予算決算委員会）
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　瑞浪市廃棄物減量等推進審議会の答申を受け、廃棄物処理手数料改定の
提案がありました。
　前回の手数料改定から13年経過し、人口減少に伴いごみの排出量は減少傾向にあります。しかし、
固定費の増加で処理経費が微増傾向にあるため処理手数料を値上げするものです。
　一方で①可燃ごみに中袋を新設②不燃ごみは可燃ごみと同様の料金体系③持ち込みごみは計量単位を
10㎏に引き下げるなど、市民の負担感軽減に配慮されています。十分な周知期間を設け、社会情勢を
鑑みて改定されます。

経済建設委員会

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書
　本年２月５日、政府は年収 200 万円以上の 75 歳以上の後期高齢者が医療機関で支払う医療費の窓口負
担を１割から２割に引き上げることを盛り込んだ医療制度改革関連法案を閣議決定しました。現役世代の
健康保険料の上昇を抑えるため、給付と負担を見直すことを目的に、2022 年度後半の導入をめざし今通常
国会に提案されています。
　団塊世代が後期高齢者に入り始める 2022 年以降、医療給付費の急増と、支え手となる現役世代の急減
が見込まれる社会情勢のなか、高齢者にも応分の負担を求めることで、給付と負担の世代間のアンバラン
スを是正し、公平性を高めていくことの意義は理解できるものの、窓口負担の引き上げは、後期高齢者の
生活および医療の受診に大きな影響を及ぼすことが懸念されます。瑞浪市内においては、高齢化率は全国
平均よりも高く、影響を受ける方も多いなか、こうした実情を考慮し、後期高齢者が必要な医療を受けら
れる機会の確保という観点から、窓口負担のあり方については現状維持に努めることを求めます。
　つきましては、以下を要望します。

記

後期高齢者の医療費窓口負担については極力現状維持に努めること

以上、地方自治法第 99条の規定に基づき意見書を提出します。　

　令和３年３月２４日
岐阜県瑞浪市議会

　議会では高齢者の方々の不安の払しょくのみならず、支え手となる若者の減少を思いながらも、本市の現状を
考慮し、医療弱者である高齢者に負担が及ばないよう、この意見書の提出を決定しました。

東濃中部病院事務組合の設置について

瑞浪市介護保険条例の一部改正

総務民生文教委員会
東濃厚生病院と土岐市立総合病院の統合

介護保険料判定の一部が改正

※事務組合
複数の地方公共団体が共同で行政サービスを行う際
に設置される組合組織で、正式には一部事務組合と
いいます。

　第８期瑞浪市介護保険事業計画の策定並びに関係
法令の一部改正に伴い、右図のように保険料の所得
段階を改正することが提案されました。

　新たに設置する病院の建設整備、管理運営に関する事務を土岐市と共同で処理するため、規約を定め、
東濃中部病院事務組合を設置することが提案されました。規約には、組合が行う事務の内容や、組合の
議会を両市議会から５名ずつ選ばれた10名の議員で組織すること、組合の経費に係る両市の負担金割
合を人口割とすることなどが定められています。

用
語
解
説

所得
段階 新 旧

第７
段階 79,400

91,620

103,840

第８
段階

第9
段階

年間保険料
（円）

前年の合計所得
金額が120万円以
上210万円未満

…、210万円以上
320万円未満

…、320万円以上
400万円未満

…、120万
円以上200
万円未満
…、200万
円以上300
万円未満
…、300万
円以上400
万円未満

委員会
討論
賛
成

反
対

賛
成

反
対

本会議
討論

市民の疑問に答えていくためにも、両市
議会から議員を選出し、検討を行う組合
の設置が必要である。

市民への説明が十分でなく、納得できて
いない市民が多い。あまりにも急いで物
事を進めようとしている。

医療提供体制がひっ迫する中、病院再編
は一刻の猶予も許されない。

超高齢化社会に直面する今、最新機器が
備わる新病院を早急に建設すべき。

統合によるデメリットの把握を行わない
中で、負担割合を決めるべきでない。

市民の理解以上に重要なことはない。ま
た、再編はより広域での議論が必要。

瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の改正
ごみ処理手数料等の改定

　　負担割合を人口割とした理由と経緯は。

　　医療圏として医療提供体制を考える必要がある中
で、立地による負担割合を求めるのは適当でないとの判
断から、また、既存の『土岐市及び瑞浪市休日急病診療所
組合』においても人口割で負担割合を算出していること
を勘案し、人口割とした。

問

答

　　規約にある負担割合はどのような経費に対して適用
されるか。

　　建物の建設費用や運営費用含め、事務組合で発生す
る費用について適用される。

問

答

　　収入について、補助金とその他の収入はどのような
ものが想定されるのか。

　　補助金については国の『地域医療介護総合確保基金』
を、その他の収入については JA厚生連からの負担金を想
定している。

問

答

　　周知期間はどの程度見込んでいるのか。

　　周知期間は3か月から６ヶ月程度を予定しており、現行のゴミ袋との併用期間を３か月程度設ける。

問

答

　　浄化槽汚泥の無料化を行うのはなぜか。　　

　　し尿の排出者負担と比較して極めて不均衡な状況となっているため、これを是正するために廃止する。

問

答

委員会の視点

※
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瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
の

跡
地
が
、
市
の
管
理
地
と
な
る

は
ず
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

管
理
し
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
返
還
さ
れ
る
約
7.7
ha
の
う

ち
山
林
が
約
6.6
ha
、
宅
地
部
分

が
約
1.1
ha
で
、
す
べ
て
普
通
財

産
で
あ
る
。

　
一
部
に
「
花
木
の
森
散
策
路
」

が
あ
り
、
訪
れ
た
方
々
が
季
節

を
通
じ
て
散
策
な
ど
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
、
返
還
後
は
農
林
課

所
管
の
普
通
財
産
と
し
て
管
理

を
し
て
い
く
。
そ
の
他
は
、
総

務
課
所
管
の
普
通
財
産
と
し
て

管
理
し
て
い
く
。
宅
地
部
分
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
令
和

9
年
度
末
ま
で
に
検
討
し
て
い

く
。

【
総
務
部
長
・
市
長
】

　
　
水
道
管
老
朽
化
対
策
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
早
急
に
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、

具
体
的
な
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
内
の
水
道
施
設
を
対
象

と
し
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
、
法
定
耐
用
年
数
に
よ

る
更
新
で
は
な
く
、
全
国
的
な

動
向
や
近
隣
事
業
者
の
情
報
を

参
考
に
、
40
年
か
ら
最
大
80
年

の
本
市
独
自
の
更
新
基
準
を
設

定
し
た
。

　
今
後
50
年
先
ま
で
の
更
新
基

準
を
算
定
し
た
上
で
、
前
期
15

年
、
中
期
15
年
、
後
期
20
年
に

分
け
、
収
支
財
政
計
画
と
も
整

合
性
を
と
っ
た
更
新
投
資
計
画

を
取
り
ま
と
め
た
。

　
こ
の
計
画
を
盛
り
込
ん
だ

「
瑞
浪
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
令
和
２
年
度
内
に
作
成
し
、

次
年
度
か
ら
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
老
朽
化
対
策
を
進
め

る
。

【
建
設
部
長
】

　
　
市
指
定
文
化
財
を
保
存
さ

せ
、
上
手
に
展
示
す
る
こ
と
で

本
物
志
向
の
観
光
客(

他
市
の

方)

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き

る
。
本
物
志
向
の
観
光
客
は
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
こ
の
方
々

も
文
化
財
維
持
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
観
光
の
目
的
に
は
、
普
段

の
暮
ら
し
で
は
得
ら
れ
な
い
体

験
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
地
域

固
有
の
文
化
と
伝
統
を
保
存
し
、

見
て
体
験
し
て
頂
く
こ
と
が
、

観
光
振
興
に
繋
が
る
と
思
わ
れ

る
。
市
指
定
文
化
財
の
保
存
や

　
　
新
病
院
候
補
地
は
、
軟
弱

な
粘
土
地
盤
が
深
部
ま
で
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
早

期
に
地
質
調
査
を
行
っ
た
ら
ど

う
か
。

　
　
新
病
院
候
補
地
の
地
質

は
、
東
隣
の
肥
田
中
学
校
建
設

時
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
等
の

文
献
よ
り
把
握
し
て
い
る
。
こ

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
、

病
院
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

地
盤
が
現
地
盤
か
ら
20
m
程
度

の
深
さ
に
存
在
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

　
詳
細
な
地
質
調
査
は
、
一
部

事
務
組
合
が
基
本
構
想
ま
た
は

基
本
設
計
策
定
時
に
行
う
。

【
理
事
】

伝
承
等
を
目
的
と
し
た
事
業
に

対
し
て
補
助
制
度
を
設
け
、
文

化
財
保
護
と
観
光
資
源
の
維
持

に
努
め
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
財
等
の
魅
力
を
伝
え
る

「
み
ず
な
み
か
た
り
べ
の
会
」
や
、

地
歌
舞
伎
衣
装
の
着
付
け
体
験

や
役
者
養
成
教
室
を
開
催
し
て

い
る
「
相
生
座
」
が
あ
る
。
県

外
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
今
後
も
「
瑞
浪
の
歴
史
・

文
化
」
に
興
味
を
持
ち
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
図
っ
て
い
く
。

【
教
育
長
】

　
　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

は
あ
る
程
度
の
接
種
率
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
と
し

て
接
種
率
の
目
標
を
設
定
す
る

の
か
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
が
安

定
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に

接
種
の
意
義
や
、
副
反
応
の
情

報
な
ど
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

で
市
民
に
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
も
ら
え
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
本
市
の
接
種
計
画
上
の
想

定
値
と
し
て
16
歳
以
上
の
人
口

の
接
種
率
を
80
％
と
設
定
し
、

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
に
合
わ
せ

て
絆
メ
ー
ル
や
防
災
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
み
ず
な

み
へ
の
折
り
込
み
な
ど
で
の
情

報
発
信
を
し
て
い
く
。
対
象
者

へ
予
約
方
法
や
注
意
事
項
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
案
内
す
る
こ

と
で
接
種
率
向
上
に
努
め
て
い

く
。　
　
　
　  【
民
生
部
次
長
】

　
　
現
在
医
療
従
事
者
へ
接
種

が
行
わ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
が
、

４
月
か
ら
は
高
齢
者
へ
、
そ
の

後
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
一
般

の
方
へ
の
接
種
が
行
わ
れ
る
。

接
種
後
に
一
部
の
方
に
は
副
反

応
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
、

か
か
り
つ
け
医
で
接
種
す
る
個

別
接
種
で
は
対
応
し
や
す
い
と

思
わ
れ
る
が
、
集
団
接
種
で
の

副
反
応
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
個
別
接
種
で
は
現
時
点
で
、

市
内
14
か
所
の
医
療
機
関
で
接

種
が
で
き
、
集
団
接
種
で
は
市

民
体
育
館
を
中
心
に
陶
と
釜
戸

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、

瑞
浪
南
中
学
校
、
日
吉
小
学
校

で
の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

会
場
に
は
看
護
師
を
配
置
し
、

接
種
後
30
分
は
経
過
観
察
を
行

う
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応

の
た
め
の
救
急
用
品
を
準
備
す

る
と
と
も
に
、
消
防
本
部
と
連

携
し
て
救
急
搬
送
が
で
き
る
よ

う
調
整
し
て
い
く
。

　
　
　 

　
　  

【
民
生
部
次
長
】

市政一般質問
舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・「令和元年度一般会計等における統一的な基準によ
　　る財務書類」の評価について
　・市営住宅入居者の家財道具等の処理を事前に手続き
　　する条例について
　・２病院を統合し、指定管理者制度で JA 岐阜厚生連
　　による運営を目指すことについて

大久保京子（新政クラブ）
　・高齢者等の福祉サービスについて
　・地域包括支援センターの取り組みについて

棚 町　 潤（創政みずなみ）
　・中小企業への支援について
　・「瑞浪市政に関する要望書」について

辻　 正 之（新政クラブ）
　・登下校中の児童生徒の安全確保について
　・学校生活における児童生徒の安全確保について

柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・With コロナから After コロナ、新常識への対応に
　　ついて
　・瑞浪駅周辺再開発について
　・新たに開始する事業について

樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・新型コロナウイルスワクチン接種について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・今後のための地盤対策について
　・持続可能な観光について

成 瀬 徳 夫（創政みずなみ）
　・水道管の老朽化対策について
　・中学校のスクールバスについて
　・瑞浪超深地層研究所の跡地について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・瑞浪市災害廃棄物処理計画について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・瑞浪超深地層研究所について
　・中学校学区について

榛 葉 利 広（公明党）
　・多胎妊産婦及び多胎児の支援について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・新年度の市政運営方針について
　・総合文化センターの再編について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　3月定例会では12人の議員が 24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

樋田翔太（創政みずなみ）

柴田幸一郎（創政みずなみ）

成瀬徳夫（創政みずなみ）

問答 問答 水
道
管
の
老
朽
化
対
策

超
深
地
層
研
究
所
跡
地
の
管
理
は

新
病
院
候
補
地
に
お
け
る
地
質
調
査

市
民
以
外
も
市
指
定
文
化
財
に

　
　
　
　 

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か

問答 問答

接
種
率
向
上
へ
の
施
策
は

安
全
に
接
種
で
き
る
体
制
を

問

答

問答

上空から見た新病院候補地

ワクチン接種の
シミュレーション老朽化により漏水した水道管

一般質問映像
検索はこちらから
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瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
の

跡
地
が
、
市
の
管
理
地
と
な
る

は
ず
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

管
理
し
活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
返
還
さ
れ
る
約
7.7
ha
の
う

ち
山
林
が
約
6.6
ha
、
宅
地
部
分

が
約
1.1
ha
で
、
す
べ
て
普
通
財

産
で
あ
る
。

　
一
部
に
「
花
木
の
森
散
策
路
」

が
あ
り
、
訪
れ
た
方
々
が
季
節

を
通
じ
て
散
策
な
ど
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
、
返
還
後
は
農
林
課

所
管
の
普
通
財
産
と
し
て
管
理

を
し
て
い
く
。
そ
の
他
は
、
総

務
課
所
管
の
普
通
財
産
と
し
て

管
理
し
て
い
く
。
宅
地
部
分
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
令
和

9
年
度
末
ま
で
に
検
討
し
て
い

く
。

【
総
務
部
長
・
市
長
】

　
　
水
道
管
老
朽
化
対
策
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
早
急
に
対

策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
が
、

具
体
的
な
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
市
内
の
水
道
施
設
を
対
象

と
し
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
、
法
定
耐
用
年
数
に
よ

る
更
新
で
は
な
く
、
全
国
的
な

動
向
や
近
隣
事
業
者
の
情
報
を

参
考
に
、
40
年
か
ら
最
大
80
年

の
本
市
独
自
の
更
新
基
準
を
設

定
し
た
。

　
今
後
50
年
先
ま
で
の
更
新
基

準
を
算
定
し
た
上
で
、
前
期
15

年
、
中
期
15
年
、
後
期
20
年
に

分
け
、
収
支
財
政
計
画
と
も
整

合
性
を
と
っ
た
更
新
投
資
計
画

を
取
り
ま
と
め
た
。

　
こ
の
計
画
を
盛
り
込
ん
だ

「
瑞
浪
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
令
和
２
年
度
内
に
作
成
し
、

次
年
度
か
ら
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
老
朽
化
対
策
を
進
め

る
。

【
建
設
部
長
】

　
　
市
指
定
文
化
財
を
保
存
さ

せ
、
上
手
に
展
示
す
る
こ
と
で

本
物
志
向
の
観
光
客(

他
市
の

方)

を
呼
び
込
む
こ
と
が
で
き

る
。
本
物
志
向
の
観
光
客
は
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
こ
の
方
々

も
文
化
財
維
持
に
携
わ
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
観
光
の
目
的
に
は
、
普
段

の
暮
ら
し
で
は
得
ら
れ
な
い
体

験
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
地
域

固
有
の
文
化
と
伝
統
を
保
存
し
、

見
て
体
験
し
て
頂
く
こ
と
が
、

観
光
振
興
に
繋
が
る
と
思
わ
れ

る
。
市
指
定
文
化
財
の
保
存
や

　
　
新
病
院
候
補
地
は
、
軟
弱

な
粘
土
地
盤
が
深
部
ま
で
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
早

期
に
地
質
調
査
を
行
っ
た
ら
ど

う
か
。

　
　
新
病
院
候
補
地
の
地
質

は
、
東
隣
の
肥
田
中
学
校
建
設

時
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
等
の

文
献
よ
り
把
握
し
て
い
る
。
こ

の
デ
ー
タ
か
ら
推
測
す
る
と
、

病
院
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

地
盤
が
現
地
盤
か
ら
20
m
程
度

の
深
さ
に
存
在
す
る
と
予
測
し

て
い
る
。

　
詳
細
な
地
質
調
査
は
、
一
部

事
務
組
合
が
基
本
構
想
ま
た
は

基
本
設
計
策
定
時
に
行
う
。

【
理
事
】

伝
承
等
を
目
的
と
し
た
事
業
に

対
し
て
補
助
制
度
を
設
け
、
文

化
財
保
護
と
観
光
資
源
の
維
持

に
努
め
て
い
る
。

　
本
市
に
は
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
財
等
の
魅
力
を
伝
え
る

「
み
ず
な
み
か
た
り
べ
の
会
」
や
、

地
歌
舞
伎
衣
装
の
着
付
け
体
験

や
役
者
養
成
教
室
を
開
催
し
て

い
る
「
相
生
座
」
が
あ
る
。
県

外
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
今
後
も
「
瑞
浪
の
歴
史
・

文
化
」
に
興
味
を
持
ち
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
図
っ
て
い
く
。

【
教
育
長
】

　
　
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

は
あ
る
程
度
の
接
種
率
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
と
し

て
接
種
率
の
目
標
を
設
定
す
る

の
か
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
が
安

定
供
給
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に

接
種
の
意
義
や
、
副
反
応
の
情

報
な
ど
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

で
市
民
に
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
も
ら
え
る
環
境
づ

く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
本
市
の
接
種
計
画
上
の
想

定
値
と
し
て
16
歳
以
上
の
人
口

の
接
種
率
を
80
％
と
設
定
し
、

ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
に
合
わ
せ

て
絆
メ
ー
ル
や
防
災
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
み
ず
な

み
へ
の
折
り
込
み
な
ど
で
の
情

報
発
信
を
し
て
い
く
。
対
象
者

へ
予
約
方
法
や
注
意
事
項
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
案
内
す
る
こ

と
で
接
種
率
向
上
に
努
め
て
い

く
。　
　
　
　  【
民
生
部
次
長
】

　
　
現
在
医
療
従
事
者
へ
接
種

が
行
わ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
が
、

４
月
か
ら
は
高
齢
者
へ
、
そ
の

後
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
一
般

の
方
へ
の
接
種
が
行
わ
れ
る
。

接
種
後
に
一
部
の
方
に
は
副
反

応
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
、

か
か
り
つ
け
医
で
接
種
す
る
個

別
接
種
で
は
対
応
し
や
す
い
と

思
わ
れ
る
が
、
集
団
接
種
で
の

副
反
応
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
個
別
接
種
で
は
現
時
点
で
、

市
内
14
か
所
の
医
療
機
関
で
接

種
が
で
き
、
集
団
接
種
で
は
市

民
体
育
館
を
中
心
に
陶
と
釜
戸

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、

瑞
浪
南
中
学
校
、
日
吉
小
学
校

で
の
接
種
を
予
定
し
て
い
る
。

会
場
に
は
看
護
師
を
配
置
し
、

接
種
後
30
分
は
経
過
観
察
を
行

う
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
対
応

の
た
め
の
救
急
用
品
を
準
備
す

る
と
と
も
に
、
消
防
本
部
と
連

携
し
て
救
急
搬
送
が
で
き
る
よ

う
調
整
し
て
い
く
。

　
　
　 

　
　  

【
民
生
部
次
長
】

市政一般質問
舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・「令和元年度一般会計等における統一的な基準によ
　　る財務書類」の評価について
　・市営住宅入居者の家財道具等の処理を事前に手続き
　　する条例について
　・２病院を統合し、指定管理者制度で JA 岐阜厚生連
　　による運営を目指すことについて

大久保京子（新政クラブ）
　・高齢者等の福祉サービスについて
　・地域包括支援センターの取り組みについて

棚 町　 潤（創政みずなみ）
　・中小企業への支援について
　・「瑞浪市政に関する要望書」について

辻　 正 之（新政クラブ）
　・登下校中の児童生徒の安全確保について
　・学校生活における児童生徒の安全確保について

柴 田 増 三（創政みずなみ）
　・With コロナから After コロナ、新常識への対応に
　　ついて
　・瑞浪駅周辺再開発について
　・新たに開始する事業について

樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・新型コロナウイルスワクチン接種について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　・今後のための地盤対策について
　・持続可能な観光について

成 瀬 徳 夫（創政みずなみ）
　・水道管の老朽化対策について
　・中学校のスクールバスについて
　・瑞浪超深地層研究所の跡地について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・瑞浪市災害廃棄物処理計画について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・瑞浪超深地層研究所について
　・中学校学区について

榛 葉 利 広（公明党）
　・多胎妊産婦及び多胎児の支援について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・新年度の市政運営方針について
　・総合文化センターの再編について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　3月定例会では12人の議員が 24の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

樋田翔太（創政みずなみ）

柴田幸一郎（創政みずなみ）

成瀬徳夫（創政みずなみ）

問答 問答 水
道
管
の
老
朽
化
対
策

超
深
地
層
研
究
所
跡
地
の
管
理
は

新
病
院
候
補
地
に
お
け
る
地
質
調
査

市
民
以
外
も
市
指
定
文
化
財
に

　
　
　
　 

携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か

問答 問答

接
種
率
向
上
へ
の
施
策
は

安
全
に
接
種
で
き
る
体
制
を

問

答
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上空から見た新病院候補地
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ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
１
年
目

　
　
　
　 

人
口
減
少
対
策
の
方
針
は

　
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改

修
及
び
再
編
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
現
在
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
、
ホ
ワ
イ
エ
、

ロ
ビ
ー
の
天
井
部
分
が
、
建
築

基
準
法
施
行
令
に
対
し
て
既
存

不
適
格
の
状
態
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
中
に
こ
の
部
分
に
つ
い

て
必
要
最
小
限
の
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
公
共

施
設
再
編
成
プ
ラ
ン
に
示
す
と

お
り
、
令
和
９
〜
18
年
を
目
途

に
瑞
浪
駅
周
辺
再
開
発
事
業
に

伴
う
公
共
施
設
と
の
複
合
化
を

考
え
て
お
り
、
今
回
の
改
修
に

よ
っ
て
再
編
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

変
更
は
な
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

　
　
目
標
人
口
と
現
状
と
の
差

は
拡
が
る
一
方
で
あ
り
、
本
市

の
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
少
対
策

は
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
社
会
の
大
き
な

転
換
期
に
あ
る
今
こ
そ
、
人
口

減
少
対
策
の
方
針
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考

え
る
今
後
の
人
口
減
少
対
策
の

方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
人
口
減
少
問
題
は
、
画
期

的
な
解
決
策
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
地
道
な
取
組
み
を
着
実

に
進
め
て
い
く
ほ
か
な
い
と
考

え
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
と
大
き
く
変

え
る
こ
と
は
せ
ず
、
移
住
定
住

施
策
の
推
進
、
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
、
健
康
で
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

産
業
の
振
興
、
働
く
場
の
確
保
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
、
都
市
基

盤
の
整
備
な
ど
、
総
合
力
を

も
っ
て
人
口
減
少
を
克
服
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

【
市
長
】

　
　
多
胎
妊
産
婦
に
必
要
な
健

康
診
査
に
係
る
費
用
を
追
加
で

助
成
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

妊
婦
検
診
を
控
え
る
傾
向
が
な

い
か
を
調
べ
る
必
要
は
な
い
か
。

　
　
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
検

診
の
頻
度
は
高
く
な
る
が
、
妊

娠
中
期
か
ら
医
療
的
入
院
管
理

と
な
る
た
め
、
現
在
助
成
し
て

い
る
14
枚
の
受
診
券
で
必
要
な

健
康
診
査
を
受
け
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

　
　
国
の
補
助
事
業
で
、
来
年

度
は
市
町
村
の
規
模
に
応
じ
て

実
施
で
き
る
「
多
胎
妊
産
婦
サ

ポ
ー
タ
ー
等
事
業
」
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
で
は
、
出
産
後
、
保

健
師
に
よ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

を
実
施
し
、
妊
産
婦
と
の
関
係

づ
く
り
を
構
築
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
愛
モ
ア
」
で
、
年
4
回

の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ロ
ン
」
と

し
て
多
胎
な
ら
で
は
の
育
児
に

つ
い
て
、
情
報
交
換
や
悩
み
を

話
す
場
所
を
開
催
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
多
胎
の
妊
産
婦
や

そ
の
家
庭
に
と
っ
て
は
、
産
前
・

産
後
の
負
担
は
相
当
大
き
い
も

の
と
考
え
る
た
め
、
今
後
の
多

胎
児
の
推
移
を
見
な
が
ら
支
援

の
必
要
性
を
検
討
し
、
事
業
の

活
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

ら
、
現
段
階
で
の
追
加
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
多

胎
妊
産
婦
に
限
ら
ず
、
妊
産
婦

支
援
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
調

査
研
究
し
、
国
・
県
の
動
向
に

も
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
に
支
援

の
充
実
に
努
め
る
。

　
妊
婦
検
診
の
受
診
控
え
な
ど

に
関
し
て
は
、
今
後
調
査
を
検

討
す
る
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
少
子
化
が
進
む
本
市
に
お

い
て
、
中
学
校
の
教
育
環
境
を

保
持
・
向
上
す
る
た
め
に
早
期

に
学
区
の
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
令
和
11
年
度
以
降
、
瑞
浪

南
中
学
校
に
入
学
予
定
の
生
徒

数
が
35
人
を
割
り
、
単
学
級
に

な
る
と
い
う
見
込
み
と
中
学
校

統
合
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
の
中
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き

た
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
と
同
様
に
少
子
化
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
県
内
の
市
町

村
の
学
区
の
見
直
し
、
学
校
の

統
合
等
の
成
果
や
課
題
、
瑞
浪

市
内
の
各
地
区
・
各
学
校
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

地
域
住
民
や
保
護
者
、
さ
ら
に

は
児
童
生
徒
の
意
見
も
丁
寧
に

聞
き
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
市
長
】

　
　
令
和
４
年
１
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
と
の
埋
め
戻
し
後
の
新

た
な
賃
貸
借
契
約
の
概
要
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
現
在
の
土
地
賃
貸
契
約
で

は
、
山
林
約
6.6
ha
と
現
況
の
宅

地
部
分
約
1.1
ha
の
合
計
約
7.7
ha

を
賃
貸
し
て
い
る
。
新
た
な
賃

貸
借
契
約
で
は
、
埋
め
戻
し
後

の
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
の

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
必
要
な

範
囲
と
、
撤
去
す
る
こ
と
と
し

た
建
物
や
設
備
な
ど
の
基
礎
が

残
る
範
囲
を
新
た
に
賃
貸
す
る

予
定
で
あ
る
。
期
間
は
、
現
在

の
賃
貸
借
契
約
の
終
了
後
か
ら

令
和
９
年
度
末
ま
で
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
新
た
な
賃
貸
借
契
約
終
了
後

の
土
地
活
用
は
、
今
後
の
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
中
に
検
討

す
る
。　
　
　
　  【
総
務
部
長
】

　
　
大
規
模
な
地
震
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
災
害
廃
棄

物
の
一
次
仮
置
場
、
二
次
仮
置

場
と
も
に
必
要
面
積
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
民
間
企
業

等
と
災
害
時
に
お
け
る
災
害
廃

棄
物
の
仮
置
場
の
設
置
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
2
年
7
月
に
市
内
の

自
治
会
長
に
対
し
て
実
施
し
た
、

災
害
廃
棄
物
に
対
す
る
一
次
仮

置
場
の
設
置
可
能
性
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
民
間
企
業
等
が
所
有

す
る
1
，
0
0
0
㎡
以
上
の
空

き
地
は
、
16
箇
所
で
約
3.3
ha
で

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
一

次
仮
置
場
と
し
て
の
利
便
性
の

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用

の
可
否
に
つ
い
て
土
地
所
有
者

等
と
協
議
を
行
う
。

　
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、

防
災
担
当
部
局
と
と
も
に
協
定

締
結
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。【
経
済
部
次
長
】

　
　
災
害
廃
棄
物
を
撤
去
す
る

際
に
、
写
真
、
位
牌
等
の
思
い

出
の
品
や
貴
重
品
を
取
扱
う
場

合
が
あ
る
。
災
害
時
の
悲
し
み

を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
た
め
に
、

そ
の
取
扱
い
対
応
に
つ
い
て
瑞

浪
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

記
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
が
当
該
計
画
を
策
定

し
た
以
降
に
県
か
ら
示
さ
れ
た

計
画
例
に
は
、
特
別
な
対
応
が

必
要
と
な
る
廃
棄
物
と
し
て
、

思
い
出
の
品
等
の
記
載
が
あ
る
。

　
次
回
改
定
に
際
し
て
、
県
か

ら
示
さ
れ
た
計
画
例
を
参
考
に

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
段
階
で
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。【

経
済
部
次
長
】

災
害
廃
棄
物
処
理
時
に

　
　
　
　 

思
い
出
の
品
等
の
保
管
を
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人
口
減
少
対
策
の
方
針
は

　
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
改

修
及
び
再
編
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の
か
。

　
　
現
在
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル
、
ホ
ワ
イ
エ
、

ロ
ビ
ー
の
天
井
部
分
が
、
建
築

基
準
法
施
行
令
に
対
し
て
既
存

不
適
格
の
状
態
で
あ
り
、
令
和

４
年
度
中
に
こ
の
部
分
に
つ
い

て
必
要
最
小
限
の
改
修
工
事
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
公
共

施
設
再
編
成
プ
ラ
ン
に
示
す
と

お
り
、
令
和
９
〜
18
年
を
目
途

に
瑞
浪
駅
周
辺
再
開
発
事
業
に

伴
う
公
共
施
設
と
の
複
合
化
を

考
え
て
お
り
、
今
回
の
改
修
に

よ
っ
て
再
編
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

変
更
は
な
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】

　
　
目
標
人
口
と
現
状
と
の
差

は
拡
が
る
一
方
で
あ
り
、
本
市

の
こ
れ
ま
で
の
人
口
減
少
対
策

は
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
社
会
の
大
き
な

転
換
期
に
あ
る
今
こ
そ
、
人
口

減
少
対
策
の
方
針
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考

え
る
今
後
の
人
口
減
少
対
策
の

方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
人
口
減
少
問
題
は
、
画
期

的
な
解
決
策
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
地
道
な
取
組
み
を
着
実

に
進
め
て
い
く
ほ
か
な
い
と
考

え
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
み
と
大
き
く
変

え
る
こ
と
は
せ
ず
、
移
住
定
住

施
策
の
推
進
、
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
、
健
康
で
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、

産
業
の
振
興
、
働
く
場
の
確
保
、

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
、
都
市
基

盤
の
整
備
な
ど
、
総
合
力
を

も
っ
て
人
口
減
少
を
克
服
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

【
市
長
】

　
　
多
胎
妊
産
婦
に
必
要
な
健

康
診
査
に
係
る
費
用
を
追
加
で

助
成
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

妊
婦
検
診
を
控
え
る
傾
向
が
な

い
か
を
調
べ
る
必
要
は
な
い
か
。

　
　
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
検

診
の
頻
度
は
高
く
な
る
が
、
妊

娠
中
期
か
ら
医
療
的
入
院
管
理

と
な
る
た
め
、
現
在
助
成
し
て

い
る
14
枚
の
受
診
券
で
必
要
な

健
康
診
査
を
受
け
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

　
　
国
の
補
助
事
業
で
、
来
年

度
は
市
町
村
の
規
模
に
応
じ
て

実
施
で
き
る
「
多
胎
妊
産
婦
サ

ポ
ー
タ
ー
等
事
業
」
を
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
で
は
、
出
産
後
、
保

健
師
に
よ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」

を
実
施
し
、
妊
産
婦
と
の
関
係

づ
く
り
を
構
築
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
愛
モ
ア
」
で
、
年
4
回

の
「
さ
く
ら
ん
ぼ
サ
ロ
ン
」
と

し
て
多
胎
な
ら
で
は
の
育
児
に

つ
い
て
、
情
報
交
換
や
悩
み
を

話
す
場
所
を
開
催
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
多
胎
の
妊
産
婦
や

そ
の
家
庭
に
と
っ
て
は
、
産
前
・

産
後
の
負
担
は
相
当
大
き
い
も

の
と
考
え
る
た
め
、
今
後
の
多

胎
児
の
推
移
を
見
な
が
ら
支
援

の
必
要
性
を
検
討
し
、
事
業
の

活
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

【
民
生
部
長
】

ら
、
現
段
階
で
の
追
加
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
多

胎
妊
産
婦
に
限
ら
ず
、
妊
産
婦

支
援
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
調

査
研
究
し
、
国
・
県
の
動
向
に

も
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
に
支
援

の
充
実
に
努
め
る
。

　
妊
婦
検
診
の
受
診
控
え
な
ど

に
関
し
て
は
、
今
後
調
査
を
検

討
す
る
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
少
子
化
が
進
む
本
市
に
お

い
て
、
中
学
校
の
教
育
環
境
を

保
持
・
向
上
す
る
た
め
に
早
期

に
学
区
の
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
令
和
11
年
度
以
降
、
瑞
浪

南
中
学
校
に
入
学
予
定
の
生
徒

数
が
35
人
を
割
り
、
単
学
級
に

な
る
と
い
う
見
込
み
と
中
学
校

統
合
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、

今
後
の
中
学
校
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き

た
と
考
え
て
い
る
。

　
本
市
と
同
様
に
少
子
化
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
県
内
の
市
町

村
の
学
区
の
見
直
し
、
学
校
の

統
合
等
の
成
果
や
課
題
、
瑞
浪

市
内
の
各
地
区
・
各
学
校
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
を
踏
ま
え
、

地
域
住
民
や
保
護
者
、
さ
ら
に

は
児
童
生
徒
の
意
見
も
丁
寧
に

聞
き
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
市
長
】

　
　
令
和
４
年
１
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
と
の
埋
め
戻
し
後
の
新

た
な
賃
貸
借
契
約
の
概
要
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
現
在
の
土
地
賃
貸
契
約
で

は
、
山
林
約
6.6
ha
と
現
況
の
宅

地
部
分
約
1.1
ha
の
合
計
約
7.7
ha

を
賃
貸
し
て
い
る
。
新
た
な
賃

貸
借
契
約
で
は
、
埋
め
戻
し
後

の
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
の

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
必
要
な

範
囲
と
、
撤
去
す
る
こ
と
と
し

た
建
物
や
設
備
な
ど
の
基
礎
が

残
る
範
囲
を
新
た
に
賃
貸
す
る

予
定
で
あ
る
。
期
間
は
、
現
在

の
賃
貸
借
契
約
の
終
了
後
か
ら

令
和
９
年
度
末
ま
で
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
新
た
な
賃
貸
借
契
約
終
了
後

の
土
地
活
用
は
、
今
後
の
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
期
間
中
に
検
討

す
る
。　
　
　
　  【
総
務
部
長
】

　
　
大
規
模
な
地
震
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
災
害
廃
棄

物
の
一
次
仮
置
場
、
二
次
仮
置

場
と
も
に
必
要
面
積
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
民
間
企
業

等
と
災
害
時
に
お
け
る
災
害
廃

棄
物
の
仮
置
場
の
設
置
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
2
年
7
月
に
市
内
の

自
治
会
長
に
対
し
て
実
施
し
た
、

災
害
廃
棄
物
に
対
す
る
一
次
仮

置
場
の
設
置
可
能
性
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
民
間
企
業
等
が
所
有

す
る
1
，
0
0
0
㎡
以
上
の
空

き
地
は
、
16
箇
所
で
約
3.3
ha
で

あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
一

次
仮
置
場
と
し
て
の
利
便
性
の

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用

の
可
否
に
つ
い
て
土
地
所
有
者

等
と
協
議
を
行
う
。

　
同
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
、

防
災
担
当
部
局
と
と
も
に
協
定

締
結
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。【
経
済
部
次
長
】

　
　
災
害
廃
棄
物
を
撤
去
す
る

際
に
、
写
真
、
位
牌
等
の
思
い

出
の
品
や
貴
重
品
を
取
扱
う
場

合
が
あ
る
。
災
害
時
の
悲
し
み

を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
た
め
に
、

そ
の
取
扱
い
対
応
に
つ
い
て
瑞

浪
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

記
載
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
が
当
該
計
画
を
策
定

し
た
以
降
に
県
か
ら
示
さ
れ
た

計
画
例
に
は
、
特
別
な
対
応
が

必
要
と
な
る
廃
棄
物
と
し
て
、

思
い
出
の
品
等
の
記
載
が
あ
る
。

　
次
回
改
定
に
際
し
て
、
県
か

ら
示
さ
れ
た
計
画
例
を
参
考
に

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
段
階
で
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。【

経
済
部
次
長
】

災
害
廃
棄
物
処
理
時
に

　
　
　
　 

思
い
出
の
品
等
の
保
管
を

熊谷 隆男（新政クラブ）

奥村一仁（創政みずなみ）榛葉利広（公明党）

山下千尋（新政クラブ）

問答 問答

仮
置
場
の
設
置
に
民
間
の
協
力
を

ど
う
な
る
、
文
化
セ
ン
タ
ー

問答 問答多
胎
児
家
庭
の
子
育
て
を
応
援

多
胎
妊
産
婦
へ
の
経
済
支
援
を

問答 問答

中
学
校
学
区
の
見
直
し
検
討
へ

超
深
地
層
研
究
所
の
今
後

問答 問答

震災時の仮置場（環境省HPより）

瑞浪南中学校
総合計画の目標人口と現状

ピアサポーターによる病院訪問
ぎふ多胎ネット提供
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事
故
や
災
害
時
の
困
っ
た

事
、
心
配
な
事
、
不
安
に
感
じ

た
事
な
ど
、
児
童
生
徒
の
心
の

ケ
ア
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
事
故
や
災
害
発
生
時
に
不

安
や
悩
み
を
抱
え
、
心
が
不
安

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
、

担
任
や
養
護
教
諭
、
教
育
相
談

主
任
等
、
児
童
生
徒
の
身
近
な

教
職
員
が
話
を
聞
く
。
児
童
生

徒
の
話
を
聞
い
て
、
教
育
相
談

委
員
会
等
の
組
織
で
対
応
を
検

討
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
医
療
等
の
関
係
機
関
へ

繋
ぐ
体
制
は
整
っ
て
い
る
。

　
緊
急
時
に
は
、
岐
阜
県
教
育

委
員
会
が
行
っ
て
い
る
「
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

に
よ
り
、
臨
時
的
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
、
ス
ク
ー
ル・ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
が
可
能
で

あ
る
。

　
過
去
に
市
内
で
発
生
し
た
事

案
で
、
2
小
学
校
、
1
中
学
校

に
3
名
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
派
遣
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
登
下
校
中
の
災
害
時
の
対

応
や
、
緊
急
時
の
対
応
に
限
り
、

携
帯
電
話
の
所
持
を
認
め
て
は

ど
う
か
。

　
　
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話

の
所
持
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
、
平
成
21
年
度
、
令
和
2

年
8
月
に
文
部
科
学
省
か
ら

「
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
等
で
通

知
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
電
話
は
、

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
に
直

接
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
立
の
公
立
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
、「
原
則
持

ち
込
み
禁
止
と
し
、
個
別
の
状

況
に
応
じ
て
、
や
む
を
得
な
い

場
合
は
例
外
的
に
認
め
る
」
と

し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
２
月
に
瑞
浪
商
工
会
議
所

よ
り
条
例
制
定
に
対
す
る
要
望

を
受
け
た
。

　
近
年
の
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
環
境
下
で
は
様
々
な
構

　
　
本
市
の
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
が
抱
え
る
悩
み
は
大
き

く
３
つ
あ
る
と
考
え
る
。
売
上

総
利
益
の
確
保
、
人
材
確
保
、

後
継
者
問
題
と
考
え
る
が
本
市

の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
で
は
「
も
の
づ
く
り

補
助
金
」、「
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
」、「
I
T
導
入
補

助
金
」
な
ど
の
国
の
生
産
性
革

命
推
進
事
業
へ
上
乗
せ
補
助
を

行
い
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を

支
援
し
て
い
る
。

　
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
令
和

3
年
度
に
高
校
生
、
大
学
生
、

一
般
求
職
者
を
対
象
と
し
た
Ｗ

Ｅ
Ｂ
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施

す
る
予
定
で
、
市
内
企
業
43
社

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
課
題
が
複
雑
な
後
継
者
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
２
年

度
よ
り
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
各
種
相
談
に
対

応
し
て
い
る
。
引
き
続
き
経
営

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

支
援
し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

造
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、
そ

の
う
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
加
わ
り
、
よ

り
一
層
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
要
望
を
考
慮
し
な
が
ら
、

本
市
の
諸
条
件
に
応
じ
た
条
例

制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
市
長
】

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
深
化
・
推
進
の
た
め
に
、
２

か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　「
①
潜
在
的
な
要
支
援
者

に
つ
い
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
把
握
が
で
き

る
体
制
の
整
備
②
各
セ
ン
タ
ー

業
務
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、

業
務
の
重
点
化
・
効
率
化
を
推

進
③
２
か
所
の
セ
ン
タ
ー
間
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
情
報
共
有
し
、
必
要
に
応

じ
た
業
務
改
善
④
相
談
・
苦
情

対
応
体
制
の
強
化
等
へ
専
門

的・継
続
的
な
支
援
」
に
つ
い
て
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
幅
広
い
関

係
機
関
・
関
係
者
と
連
携
を
強

め
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
要
介
護
認
定
者
等
が
利
用

す
る
住
宅
改
修
費
の
介
護
保
険

給
付
の
現
状
は
、
利
用
者
が
改

修
費
全
額
を
事
業
者
へ
支
払
い
、

そ
の
後
申
請
に
よ
り
、
利
用
者

負
担
額
を
除
い
た
給
付
額
が
2

〜
3
ヶ
月
後
に
口
座
振
込
と
な

る
。
一
方
で
、
利
用
者
負
担
額

の
み
事
業
者
へ
支
払
う
受
領
委

任
払
い
制
度
は
、
利
用
者
の
一

時
的
な
支
払
い
負
担
や
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
に
も
繋
が
る

こ
と
か
ら
こ
の
制
度
を
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
償
還
払
い
は
、
利
用
者
に

一
時
的
に
支
払
い
が
発
生
す
る
。

　
利
用
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
控
え
を

防
ぐ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
受
領

委
任
払
い
制
度
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、
本

市
も
受
領
委
任
払
い
制
度
の
導

入
に
向
け
、
住
宅
改
修
費
と
同

様
に
、
福
祉
用
具
購
入
費
に
つ

い
て
も
令
和
3
年
度
の
早
期
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
令
和
元
年
度
の
決
算
に
係

る
純
資
産
変
動
計
算
書
の
本
年

度
差
額
は
、
行
政
コ
ス
ト
を
税

収
や
補
助
金
等
で
賄
う
こ
と
が

で
き
ず
、
約
10
億
円
不
足
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
市
の
財
政
は
収
入
が

減
り
厳
し
く
な
る
が
、
財
源
確

保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
本
年
度
差
額
の
マ
イ
ナ
ス

は
、
減
価
償
却
費
や
資
産
除
却

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
差
を
縮

め
る
対
策
と
し
て
は
、
A
I
や

R
P
A
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

導
入
な
ど
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト

の
削
減
と
、
企
業
誘
致
や
新
た

な
創
業
の
支
援
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
み
強
化
な
ど
に
よ
り
、

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

【
総
務
部
長
】

　
　
病
院
統
合
に
よ
り
、
市
内

に
公
的
病
院
が
無
く
な
る
こ
と

で
、
市
民
は
、
市
の
将
来
と
生

活
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
病

院
経
営
経
験
の
な
い
本
市
は
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
。

　
　
新
病
院
は
、
地
域
の
医
療

資
源
の
集
約
と
医
師
な
ど
の
人

材
確
保
に
繋
が
り
、
将
来
に
向

け
た
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制

の
確
保
が
期
待
で
き
る
。
本
市

も
設
置
者
と
な
る
公
立
病
院
で
、

市
の
意
向
も
病
院
事
業
に
反
映

で
き
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
ま
た
、
現
東
濃
厚
生
病
院
の

後
利
用
は
、Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連

に
お
い
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
機
能
を

は
じ
め
と
し
、
医
療
・
福
祉
分

野
で
活
用
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
　
　 【
市
長
】

大久保京子（新政クラブ）

舘林辰郎（日本共産党）棚町　潤（創政みずなみ）

辻　正之（新政クラブ）

問答 問答

財
政
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
　 

デ
ジ
タ
ル
化
で
コ
ス
ト
削
減

市
内
に
公
的
病
院
な
く
な
る

　
　 

市
が
設
置
者
と
な
る
公
立
病
院

登
下
校
時
の
安
全
の
た
め
に

非
常
時
の
児
童
生
徒
の
ケ
ア
は

問答 問答中
小
企
業
へ
の
支
援
は

中
小
企
業
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　
　 

条
例
制
定
を
求
む

問答 問答

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
窓
口

経
済
的
負
担
軽
減
で
安
全
確
保

問答 問答

新病院の建設予定地

介護保険サービスで
手すり取り付け

中小企業の作業風景

瑞浪小学校周辺通学路
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事
故
や
災
害
時
の
困
っ
た

事
、
心
配
な
事
、
不
安
に
感
じ

た
事
な
ど
、
児
童
生
徒
の
心
の

ケ
ア
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
事
故
や
災
害
発
生
時
に
不

安
や
悩
み
を
抱
え
、
心
が
不
安

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
、

担
任
や
養
護
教
諭
、
教
育
相
談

主
任
等
、
児
童
生
徒
の
身
近
な

教
職
員
が
話
を
聞
く
。
児
童
生

徒
の
話
を
聞
い
て
、
教
育
相
談

委
員
会
等
の
組
織
で
対
応
を
検

討
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
医
療
等
の
関
係
機
関
へ

繋
ぐ
体
制
は
整
っ
て
い
る
。

　
緊
急
時
に
は
、
岐
阜
県
教
育

委
員
会
が
行
っ
て
い
る
「
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

に
よ
り
、
臨
時
的
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
、
ス
ク
ー
ル・ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
が
可
能
で

あ
る
。

　
過
去
に
市
内
で
発
生
し
た
事

案
で
、
2
小
学
校
、
1
中
学
校

に
3
名
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
派
遣
し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
登
下
校
中
の
災
害
時
の
対

応
や
、
緊
急
時
の
対
応
に
限
り
、

携
帯
電
話
の
所
持
を
認
め
て
は

ど
う
か
。

　
　
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話

の
所
持
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
、
平
成
21
年
度
、
令
和
2

年
8
月
に
文
部
科
学
省
か
ら

「
学
校
に
お
け
る
携
帯
電
話
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
等
で
通

知
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
電
話
は
、

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
に
直

接
必
要
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
立
の
公
立
小
・
中

学
校
に
お
い
て
は
、「
原
則
持

ち
込
み
禁
止
と
し
、
個
別
の
状

況
に
応
じ
て
、
や
む
を
得
な
い

場
合
は
例
外
的
に
認
め
る
」
と

し
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

　
　
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
２
月
に
瑞
浪
商
工
会
議
所

よ
り
条
例
制
定
に
対
す
る
要
望

を
受
け
た
。

　
近
年
の
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
環
境
下
で
は
様
々
な
構

　
　
本
市
の
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
が
抱
え
る
悩
み
は
大
き

く
３
つ
あ
る
と
考
え
る
。
売
上

総
利
益
の
確
保
、
人
材
確
保
、

後
継
者
問
題
と
考
え
る
が
本
市

の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
本
市
で
は
「
も
の
づ
く
り

補
助
金
」、「
小
規
模
事
業
者
持

続
化
補
助
金
」、「
I
T
導
入
補

助
金
」
な
ど
の
国
の
生
産
性
革

命
推
進
事
業
へ
上
乗
せ
補
助
を

行
い
中
小
企
業
の
設
備
投
資
を

支
援
し
て
い
る
。

　
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
令
和

3
年
度
に
高
校
生
、
大
学
生
、

一
般
求
職
者
を
対
象
と
し
た
Ｗ

Ｅ
Ｂ
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施

す
る
予
定
で
、
市
内
企
業
43
社

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
課
題
が
複
雑
な
後
継
者
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
２
年

度
よ
り
事
業
承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
各
種
相
談
に
対

応
し
て
い
る
。
引
き
続
き
経
営

相
談
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を

支
援
し
、
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

造
変
化
に
直
面
し
て
お
り
、
そ

の
う
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
加
わ
り
、
よ

り
一
層
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
要
望
を
考
慮
し
な
が
ら
、

本
市
の
諸
条
件
に
応
じ
た
条
例

制
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
市
長
】

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
深
化
・
推
進
の
た
め
に
、
２

か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　「
①
潜
在
的
な
要
支
援
者

に
つ
い
て
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
把
握
が
で
き

る
体
制
の
整
備
②
各
セ
ン
タ
ー

業
務
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、

業
務
の
重
点
化
・
効
率
化
を
推

進
③
２
か
所
の
セ
ン
タ
ー
間
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
情
報
共
有
し
、
必
要
に
応

じ
た
業
務
改
善
④
相
談
・
苦
情

対
応
体
制
の
強
化
等
へ
専
門

的・継
続
的
な
支
援
」
に
つ
い
て
、

市
が
一
体
と
な
っ
て
幅
広
い
関

係
機
関
・
関
係
者
と
連
携
を
強

め
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
要
介
護
認
定
者
等
が
利
用

す
る
住
宅
改
修
費
の
介
護
保
険

給
付
の
現
状
は
、
利
用
者
が
改

修
費
全
額
を
事
業
者
へ
支
払
い
、

そ
の
後
申
請
に
よ
り
、
利
用
者

負
担
額
を
除
い
た
給
付
額
が
2

〜
3
ヶ
月
後
に
口
座
振
込
と
な

る
。
一
方
で
、
利
用
者
負
担
額

の
み
事
業
者
へ
支
払
う
受
領
委

任
払
い
制
度
は
、
利
用
者
の
一

時
的
な
支
払
い
負
担
や
家
族
の

介
護
負
担
の
軽
減
に
も
繋
が
る

こ
と
か
ら
こ
の
制
度
を
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
償
還
払
い
は
、
利
用
者
に

一
時
的
に
支
払
い
が
発
生
す
る
。

　
利
用
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
控
え
を

防
ぐ
効
果
が
期
待
さ
れ
る
受
領

委
任
払
い
制
度
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、
本

市
も
受
領
委
任
払
い
制
度
の
導

入
に
向
け
、
住
宅
改
修
費
と
同

様
に
、
福
祉
用
具
購
入
費
に
つ

い
て
も
令
和
3
年
度
の
早
期
の

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
民
生
部
次
長
】

　
　
令
和
元
年
度
の
決
算
に
係

る
純
資
産
変
動
計
算
書
の
本
年

度
差
額
は
、
行
政
コ
ス
ト
を
税

収
や
補
助
金
等
で
賄
う
こ
と
が

で
き
ず
、
約
10
億
円
不
足
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
市
の
財
政
は
収
入
が

減
り
厳
し
く
な
る
が
、
財
源
確

保
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
本
年
度
差
額
の
マ
イ
ナ
ス

は
、
減
価
償
却
費
や
資
産
除
却

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
差
を
縮

め
る
対
策
と
し
て
は
、
A
I
や

R
P
A
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

導
入
な
ど
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト

の
削
減
と
、
企
業
誘
致
や
新
た

な
創
業
の
支
援
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
み
強
化
な
ど
に
よ
り
、

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

【
総
務
部
長
】

　
　
病
院
統
合
に
よ
り
、
市
内

に
公
的
病
院
が
無
く
な
る
こ
と

で
、
市
民
は
、
市
の
将
来
と
生

活
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
病

院
経
営
経
験
の
な
い
本
市
は
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
。

　
　
新
病
院
は
、
地
域
の
医
療

資
源
の
集
約
と
医
師
な
ど
の
人

材
確
保
に
繋
が
り
、
将
来
に
向

け
た
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制

の
確
保
が
期
待
で
き
る
。
本
市

も
設
置
者
と
な
る
公
立
病
院
で
、

市
の
意
向
も
病
院
事
業
に
反
映

で
き
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
ま
た
、
現
東
濃
厚
生
病
院
の

後
利
用
は
、Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連

に
お
い
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
機
能
を

は
じ
め
と
し
、
医
療
・
福
祉
分

野
で
活
用
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
も
応
え
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
　
　 【
市
長
】

大久保京子（新政クラブ）

舘林辰郎（日本共産党）棚町　潤（創政みずなみ）

辻　正之（新政クラブ）

問答 問答

財
政
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
は

　
　
　 

デ
ジ
タ
ル
化
で
コ
ス
ト
削
減

市
内
に
公
的
病
院
な
く
な
る

　
　 

市
が
設
置
者
と
な
る
公
立
病
院

登
下
校
時
の
安
全
の
た
め
に

非
常
時
の
児
童
生
徒
の
ケ
ア
は

問答 問答中
小
企
業
へ
の
支
援
は

中
小
企
業
を
支
援
す
る

　
　
　
　
　
　
　 

条
例
制
定
を
求
む

問答 問答

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
窓
口

経
済
的
負
担
軽
減
で
安
全
確
保

問答 問答

新病院の建設予定地

介護保険サービスで
手すり取り付け

中小企業の作業風景

瑞浪小学校周辺通学路

1213

市政一般質問市政一般質問



瑞
浪
駅
周
辺
再
開
発
ニ
ー
ズ
は

保
育
士
業
務
の
効
率
化
と

　
　
　
　
　
　
　 
事
務
負
担
の
軽
減

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
験
で

の
成
果
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
令
和
元
年
度
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
駅
前

広
場
の
芝
生
化
に
よ
る
憩
い
の

ス
ペ
ー
ス
の
創
出
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
に
よ
る
賑
わ
い
創

出
等
の
社
会
実
験
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
令
和
２
年

度
は
国
土
交
通
省
の
「
先
導
的

官
民
連
携
支
援
事
業
」
に
よ
り
、

駅
南
空
き
店
舗
を
多
世
代
交
流

空
間
「
M
ビ
ル
」
と
し
て
整
備

し
た
。
学
生
の
自
学
や
子
育
て

世
帯
の
憩
い
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
需
要
が
確
認
で
き
た
が
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

は
利
用
環
境
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
今
後
も
、
利
用
者
の
需
要
把

握
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
発
掘
、

新
し
い
民
間
活
動
の
検
証
を

行
っ
て
い
く
。
　
　
　 【
理
事
】

　
　
保
育
士
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
内
容
と
課
題
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
I
C
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
、

園
児
の
登
・
降
園
管
理
や
、
保

育
業
務
日
誌
・
指
導
計
画
・
保

育
士
の
シ
フ
ト
表
な
ど
の
作
成
、

保
護
者
と
の
双
方
向
の
各
種
案

内
・
連
絡
が
可
能
に
な
る
。

　
事
務
の
効
率
化
・
負
担
軽
減

は
も
と
よ
り
、
保
護
者
の
利
便

性
の
向
上
や
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
削
減
、
事
務
経
費
の
削
減

も
期
待
で
き
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
実
情

に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
選
定
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
中
規
模
以
上
の
幼
児
園
を
モ

デ
ル
と
し
て
試
験
導
入
し
、
結

果
を
基
に
検
証
し
、
早
期
に
全

園
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
民
生
部
長
】

柴田増三（創政みずなみ）

問答 問答

システムの導入が進む
幼児園

３月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）
奥
村
一
仁

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯- ◯ ◯◯●◯

山
下
千
尋

棚
町
　潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

可決予算
決算

付託先議案名

令和３年度瑞浪市一般会計予算

議長(加藤輔之議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

議第
30号予　算

◯●●◯◯◯◯◯◯◯- ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

東濃中部病院事務組合の設置
について

議第
15号その他

議案
番号

採決
結果案　件

３月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

※議第17号、議第22号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号

案　件 議案番号

議　案　名

発　　　　議

採決結果付託先

承認―

可決総務民生文教

可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決経 済 建 設
可決経 済 建 設

可決経 済 建 設

可決経 済 建 設

可決総務民生文教

可決総務民生文教

可決総務民生文教

可決総務民生文教

採決結果付託先

承第 1号 専決処分の承認について（令和２年度専第１１号　令和２年度瑞浪市一般会計補
正予算（第１２号））

瑞浪市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

瑞浪市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

瑞浪市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定について

議第 2号

議第 3号
議第 4号
議第 5号
議第 6号
議第 7号

議第 8号

議第 9号

議第 37号

議第 38号

議第 39号

議第 40号

条　例

承　認

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先
同意―議第 1号

東濃西部広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴う規約の変更
について

瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて

人　事

同意―議第 10号 瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

可決―議第 11号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

可決―議第 12号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

可決―議第 13号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

可決経 済 建 設議第 16号 字の区域変更について

可決経 済 建 設議第 17号 財産の処分について【瑞浪クリエイション・パーク内の土地売却】

可決経 済 建 設議第 18号 市道路線の廃止について

可決経 済 建 設議第 19号 市道路線の廃止について

可決経 済 建 設議第 20号 市道路線の認定について

可決経 済 建 設議第 21号 市道路線の認定について

可決総務民生文教議第 22号 工事請負契約の締結について【釜戸小学校の校舎改修工事】

可決予 算 決 算議第 23号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１３号）

予　算

可決予 算 決 算議第 24号 令和２年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

可決予 算 決 算議第 25号 令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

予 算 決 算議第 26号 令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

可決

可決

予 算 決 算議第 27号 令和２年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第２号）

可決予 算 決 算議第 28号 令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第３号）

可決予 算 決 算議第 29号 令和２年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第３号）

可決予 算 決 算議第 31号 令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 32号 令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 33号 令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 34号 令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 35号 令和３年度瑞浪市水道事業会計予算

可決予 算 決 算議第 36号 令和３年度瑞浪市下水道事業会計予算

可決予 算 決 算議第 41号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１４号）

採択総務民生文教請願第 1号 後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書提出の請願書について請　願

可決―発議第 2号 後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書について意見書

可決総務民生文教議第 14号

その他

新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症に係る差別や偏見等の根絶に関
する決議について 可決―発議第 1号決　議
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瑞
浪
駅
周
辺
再
開
発
ニ
ー
ズ
は

保
育
士
業
務
の
効
率
化
と

　
　
　
　
　
　
　 

事
務
負
担
の
軽
減

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
実
験
で

の
成
果
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
令
和
元
年
度
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
駅
前

広
場
の
芝
生
化
に
よ
る
憩
い
の

ス
ペ
ー
ス
の
創
出
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
に
よ
る
賑
わ
い
創

出
等
の
社
会
実
験
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
令
和
２
年

度
は
国
土
交
通
省
の
「
先
導
的

官
民
連
携
支
援
事
業
」
に
よ
り
、

駅
南
空
き
店
舗
を
多
世
代
交
流

空
間
「
M
ビ
ル
」
と
し
て
整
備

し
た
。
学
生
の
自
学
や
子
育
て

世
帯
の
憩
い
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
需
要
が
確
認
で
き
た
が
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

は
利
用
環
境
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
今
後
も
、
利
用
者
の
需
要
把

握
や
新
た
な
ニ
ー
ズ
の
発
掘
、

新
し
い
民
間
活
動
の
検
証
を

行
っ
て
い
く
。
　
　
　 【
理
事
】

　
　
保
育
士
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
内
容
と
課
題
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
I
C
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
、

園
児
の
登
・
降
園
管
理
や
、
保

育
業
務
日
誌
・
指
導
計
画
・
保

育
士
の
シ
フ
ト
表
な
ど
の
作
成
、

保
護
者
と
の
双
方
向
の
各
種
案

内
・
連
絡
が
可
能
に
な
る
。

　
事
務
の
効
率
化
・
負
担
軽
減

は
も
と
よ
り
、
保
護
者
の
利
便

性
の
向
上
や
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
削
減
、
事
務
経
費
の
削
減

も
期
待
で
き
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
実
情

に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
選
定
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
中
規
模
以
上
の
幼
児
園
を
モ

デ
ル
と
し
て
試
験
導
入
し
、
結

果
を
基
に
検
証
し
、
早
期
に
全

園
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
民
生
部
長
】

柴田増三（創政みずなみ）

問答 問答

システムの導入が進む
幼児園

３月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）
奥
村
一
仁

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯- ◯ ◯◯●◯

山
下
千
尋

棚
町
　潤

柴
田
幸
一
郎

三
輪
田
幸
泰

辻
　正
之

樋
田
翔
太

渡
邉
康
弘

大
久
保
京
子

小
木
曽
光
佐
子

成
瀬
徳
夫

榛
葉
利
広

熊
谷
隆
男

加
藤
輔
之

舘
林
辰
郎

柴
田
増
三

可決予算
決算

付託先議案名

令和３年度瑞浪市一般会計予算

議長(加藤輔之議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

議第
30号予　算

◯●●◯◯◯◯◯◯◯- ◯ ◯◯●◯可決総務民
生文教

東濃中部病院事務組合の設置
について

議第
15号その他

議案
番号

採決
結果案　件

３月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

※議第17号、議第22号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。

案　件 議案番号

案　件 議案番号

議　案　名

発　　　　議

採決結果付託先

承認―

可決総務民生文教

可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決総務民生文教
可決経 済 建 設
可決経 済 建 設

可決経 済 建 設

可決経 済 建 設

可決総務民生文教

可決総務民生文教

可決総務民生文教

可決総務民生文教

採決結果付託先

承第 1号 専決処分の承認について（令和２年度専第１１号　令和２年度瑞浪市一般会計補
正予算（第１２号））

瑞浪市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

瑞浪市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

瑞浪市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例の制定について

瑞浪市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市介護保険法に基づく指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定
介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に係る基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市福祉医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定について

議第 2号

議第 3号
議第 4号
議第 5号
議第 6号
議第 7号

議第 8号

議第 9号

議第 37号

議第 38号

議第 39号

議第 40号

条　例

承　認

案　件 議案番号 議　案　名 採決結果付託先
同意―議第 1号

東濃西部広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及びこれに伴う規約の変更
について

瑞浪市監査委員の選任につき同意を求めることについて

人　事

同意―議第 10号 瑞浪市公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

可決―議第 11号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

可決―議第 12号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

可決―議第 13号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて

可決経 済 建 設議第 16号 字の区域変更について

可決経 済 建 設議第 17号 財産の処分について【瑞浪クリエイション・パーク内の土地売却】

可決経 済 建 設議第 18号 市道路線の廃止について

可決経 済 建 設議第 19号 市道路線の廃止について

可決経 済 建 設議第 20号 市道路線の認定について

可決経 済 建 設議第 21号 市道路線の認定について

可決総務民生文教議第 22号 工事請負契約の締結について【釜戸小学校の校舎改修工事】

可決予 算 決 算議第 23号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１３号）

予　算

可決予 算 決 算議第 24号 令和２年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

可決予 算 決 算議第 25号 令和２年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）

予 算 決 算議第 26号 令和２年度瑞浪市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

可決

可決

予 算 決 算議第 27号 令和２年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第２号）

可決予 算 決 算議第 28号 令和２年度瑞浪市水道事業会計補正予算（第３号）

可決予 算 決 算議第 29号 令和２年度瑞浪市下水道事業会計補正予算（第３号）

可決予 算 決 算議第 31号 令和３年度瑞浪市後期高齢者医療事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 32号 令和３年度瑞浪市国民健康保険事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 33号 令和３年度瑞浪市介護保険事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 34号 令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計予算

可決予 算 決 算議第 35号 令和３年度瑞浪市水道事業会計予算

可決予 算 決 算議第 36号 令和３年度瑞浪市下水道事業会計予算

可決予 算 決 算議第 41号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１４号）

採択総務民生文教請願第 1号 後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書提出の請願書について請　願

可決―発議第 2号 後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求める意見書について意見書

可決総務民生文教議第 14号

その他

新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症に係る差別や偏見等の根絶に関
する決議について 可決―発議第 1号決　議
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陶町では学童がないため児童館に行っていますが、
コロナ禍で閉館が17時までになっています。
せめて17：30までにならないかな？

子育て中のお父さん・お母さん
おじいちゃん・おばあちゃんも
お声をお聞かせください

No.54　令和3年5月1日号

２
３

４～5
6
７

８～１４
１４～１５

１６

議会の新構成
決議書
委員会の審査報告（予算決算委員会）
委員会の審査報告
委員会の審査報告・意見書
市政一般質問
議決結果一覧
意見募集・編集後記
発行／瑞浪市議会　編集／議会広報広聴委員会
TEL／0572-67-1112　FAX／0572-68-2043
E-mail／gikai@city.mizunami.lg.jp

みずなみ議会ちゃんねる。
あなたと議会をつなぐお届け便

市議会ホームページ

コロナ禍でも元気に育つ、瑞浪の未来をつくる子どもたち
　新型コロナ感染症で、これまでとは異なる日常生活を余儀なくされている子どもたちですが、地域の
方や親御さんに見守られながら卒園・卒業、入学の節目を迎えられました。
　瑞浪市で育った子どもたちが、「地元にいたい！」「帰ってきたい！」と思えるまちをつくりたい。
そんな想いを胸に令和３年度も市議会は精進して参ります。

　
２
月
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
広

報
広
聴
委
員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
方
針
は
、
市
民
の
皆
様
の

お
声
を
十
分
に
聴
き
、
皆
様
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
る
、
そ
し
て
ペ
ー

ジ
を
め
く
り
た
く
な
る
よ
う
な
広
報

紙
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
復

興
と
比
べ
て
も
、
津
波
や
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
る
復
興
の
遅
れ
は

否
め
ず
、
改
め
て
被
害
の
大
き
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
各
地

で
起
き
る
災
害
は
後
を
絶
た
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
変
異

株
が
現
れ
、
新
た
な
る
脅
威
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
議
会

の
情
報
を
速
や
か
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と

心
寄
せ
合
い
、
情
報
の
共
有
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
か
ら
の

率
直
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
長

委
員
　
小
木
曽
　
光
佐
子

６
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　
６
月
1
日（
火
）〜
６
月
28
日（
月
）

◆
市
政一般
質
問

　
６
月
23
日（
水
）９
時
〜

　
６
月
24
日（
木
）９
時
〜

わたしたち
安心して子育ても
仕事もしたいの

各児童館の閉館時間は、4月から9月までは18時、10月から3月までは17時、
陶児童館は通年18時です。現在はコロナ禍のため、お子さんの安心安全を守るため、
館内消毒の時間をいただいているので、時間を３部制にしての利用となっています。
17時以降の利用については、児童館にご相談ください。

メール　　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp
ＦＡＸ　　0572-68-2043
締め切り　5月 31日（月）

市政のなぜ？をお聞かせください！
瑞浪市議会では広報はもちろん

広聴に力を入れたいと考えています。
みなさまの思うなぜ？に市議会がお答えします。

こんなお声をいただいています

　早起き、勉強など心配です
が、今のお友だちと一緒なら
助け合ってやっていけると思
います。

卒園おめでとう！小学校へ
行っても 11 人で仲良く・
楽しく・明るい毎日を過ご
せることを願っています。

お話を伺ったお母さんより

り 陶小学校の入学式

り 陶幼児園の卒園式

意見募集・編集後記
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